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第 回世界土壌科学会議で見たこと１７

加藤 英孝土壌物理ユニット

去る 月 日から 日まで、バンコクの国立8 14 21

シリキット王妃会議場で第 回世界土壌科学会17

議が開催された。 年に一度、夏季五輪の催され4

ない西暦偶数年に開かれるこの会議は、土壌関連

分野の国際研究集会としては最大規模のものであ

1990 14る 年に国立京都国際会館で開催された第。

( )回会議 当時は国際土壌科学会議と呼ばれていた

は鮮明に記憶している人も多いことだろう。

今回の会議の標語は「土壌学： 世紀の新し21

い現実に直面して 。新しい現実というのが、研」

究すべき対象のことなのか、研究分野としての土

壌学そのもののことなのか、その辺がよく分から

ないのがなかなか趣深い。会議では専門分野別の

部門、副部門およびワーキンググループで企画さ

れた合計 のシンポジウムで口頭発表とポスタ65

。 、ー発表が行われた 最近の研究の傾向を反映して

シンポジウムの内容は土壌中の汚染物質の移動と

地下水汚染、汚染土壌の修復、温室効果ガスの発

生、土壌中の炭素蓄積など環境に関わるものが多

かった。一方で、粘土鉱物水界面での反応機構-

の解明、熱帯土壌の肥沃度向上のための有機物管

理や下層土改良、酸性硫酸塩土壌や塩類土壌に関

するシンポジウムも開かれた。

研究対象に対する接近手法や研究目的の違いに

より研究分野をいくつかの専門分野に分割するの

は研究者の都合に過ぎないから、異なる専門分野

で企画されたシンポジウムに内容の重複があるの

、 。 、は ある意味で必然的なことである 結果として

会議ではとくに土壌と環境の関わりに関していく

つもの類似したシンポジウムが開かれた。これは

発想の貧困もしくは画一化ではないのか しか?

し、考えてみると、農業生産が経済全体に占める

割合も環境問題の解決に与えられている優先度も

異なる、先進国から発展途上国にいたる世界各地

の土壌研究者が共有できる関心そのものがそもそ

も限られているのかも知れない。

それはさておき。タイに行くのは筆者にとって

今回が初めてだった。空港からバンコク市内に向

かうリムジンタクシーを頼むと、交通渋滞のため

来るまで 分くらいかかるという。時計を持っ10

ていなかったら、きっと針が止まっているかのよ

うに感じたことだろう。やっと来たタクシーのト

ランクに、今度はスーツケース つがうまく入ら2

ない。悪戦苦闘のあげく、一つを浮かせるように

してすばやく閉じるとうまく閉まった、その時に

ふり向いて運転手が見せた笑顔－これがこの国で

目にした最初の微笑だった。市内に向かう道路沿

いの四角い空を日本企業の広告看板が埋めつくし

ている。少し元気の出る風景だ。スクンビット通

りの渋滞はなかなかのものだったが、それでも右

折しようとして割り込むと、対向車線の車が後退

して道を譲る。クラクションを鳴らす車もない。

もう 年以上も前、かつての農技研の研究室20

Prateepで半年間ほど受け入れたことのある、

氏と再会した。現在 で活Verapattananirund NGO

躍中の 氏は、会場で 若い 加藤さんを見Prateep " "

かけなかったかと探していたそうだ。たがいに、

記憶の中では年をとっていなかったのだ。

会議はとてもていねいに運営されていた。発表

要旨集は検索しやすく、口頭発表では出席取り止

め者による空き時間ができないよう、直前まで調

整が行われたようだ。会場の一角には、農業改良

に熱心なプミポン 国王の活動を示す展(Bhumibol)

示があった。植民地化や内戦、鎖国とその後遺症

に苦しむ隣国に囲まれたこの国の人々の表情が穏

やかなのには、やはりそれだけの理由があるのだ

ろう。
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